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市
民
の
身
近
な
祈
り
の
場

覆
屋
に
囲
わ
れ
た
天
神
社
本
殿

大
和
高
田
市
三
和
町
に
鎮

座
す
る
天
神
社
は
か
つ
て
、

「
天
神
宮
」
と
称
さ
れ
ま
し

た
が
、明
治
期
に「
天
神
社
」

へ
改
称
さ
れ
ま
し
た
。
ご
祭

神
は
高
皇
産
霊
神
・
神
皇
産

霊
神
・
津
速
産
霊
神
で
す
。

三
柱
と
も
「
産
霊
」
の
神

様
で
、
も
の
ご
と
の
成
就
・

祈
願
達
成
等
に
ご
利
益
が
あ

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

社
伝
に
「
第
十
代
崇
神
天

皇
の
頃
に
創
建
さ
れ
た
」
と

あ
る
よ
う
に
、
古
来
よ
り
大

和
高
田
の
総
氏
神
と
し
て
、

近
郷
一
円
の
崇
敬
を
集
め
ま

す
。
流
造
の
本
殿
は
立
派
な

覆
屋
に
囲
わ
れ
、
現
存
す

る
最
も
古
い
棟
札
に
は
、
室

町
・
戦
国
期
に
約
１
５
０
年

に
わ
た
り
、
高
田
城
主
と
し

て
当
地
を
治
め
た
當
麻
氏
に

よ
っ
て
１
２
２
２（
貞
応
元
）

年
に
建
立
さ
れ
た
と
記
さ
れ

て
い
ま
す
。

そ
の
後

回
、
お
よ
そ

年
ご
と
に
當
麻
氏
・
氏
子
ら

に
よ
っ
て
造
営
修
復
が
な
さ

れ
、
２
０
２
２
年
に
は
「
御

造
営
八
百
年
記
念
事
業
」
と

し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
境

内
の
絵
馬
堂
に
は
江
戸
時
代

の
渡
御
行
列
を
描
い
た
絵
馬

が
２
面
掲
げ
ら
れ
、
棟
札
と

と
も
に
市
有
形
文
化
財
に
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
當
麻
氏

を
ま
つ
る
当
麻
神
社
な
ど
境

内
社
が
６
社
あ
り
ま
す
。
Ｊ

Ｒ
高
田
駅
か
ら
の
ア
ク
セ
ス

も
良
く
、
現
在
も
市
民
に
と

っ
て
身
近
な
祈
り
の
場
と
し

て
大
切
に
守
ら
れ
て
い
ま

す
。

（
奈
良
ま
ほ
ろ
ば
ソ
ム
リ
エ

の
会
会
員

磯
村
洋
一
）

天
神
社
（
大
和
高
田
市
）
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